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３月末までの使用済み核燃料再処理状況
第１ステップ ０６年３月３１日～６月２６日

  使用済み燃料 ６７体 ウラン（換算）３１㌧

第２ステップ ０６年８月１２日～１２月６日

    １６６体 ウラン６０㌧

第３ステップ ０７年 １月２９日～４月２６日

    ３１９体 ウラン７０㌧

第４ステップ （第５ステップ前倒し分もあり）

０７年８月３１日～０８年２月１３日

    ５５１体  ウラン１６０㌧

（＊第５ステップ３月中は ８体 ウラン１㌧）

累計１１１１体 ウラン３２２㌧を処理
＊高レベル放射性廃液推定１６１㌔㍑蓄積
（処理ウラン１㌧当たり 0.5 ㌔㍑として計算）

１１月４日～１月１８日までガラス固化体製造

試験 高レベル放射能廃液から５７本の固化体

製造（３本の不良品と合わせ６０本）

＊第５ステップ ２月１４日～（ガラス固化は中断）

３月３１日～４月１３日 ウラン３４㌧切断し、中断

   

アクティブ試験開始以来の 六ヶ所村再処理工場海洋放出放射性廃液量 ベクレル数

使用済み

燃料（体）

処理ウラン

量 （㌧）
放出

回数

トリチウム

（ベクレル）

ヨウ素１２９

（ベクレル）

ヨウ素１３１

（ベクレル）

２００６年度 ５０８ １４０ ６０ ４９７兆 ９４２４万 ３１０万

２００７年度 ６０３ １８１ ７４ １３２０兆 ２億３８７２万 ４６３万

両年度合計 １１１１ ３２２ １３４ １８１８兆 ３億３２９６万 ７７３万

全稼働時から見た割合 １０．１０％ ０．７７％ ０．００％

年間管理目標値（全稼働） 800 1京8000兆 430億 1700億
                                         （株）日本原燃ホームページから集計
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テ
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取
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。



韓
国
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が
日
本
海
沿
岸
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流
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始

め
ま
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容
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の
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は
一
八
㍑
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で
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は
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、
黒
、
灰
の
も
の
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
多
く
に
ハ
ン
グ

ル
文
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

津
軽
海
峡
を
通
り
、
三
陸
の

沿
岸
に
も
流
れ
着
い
て
い
る

模
様
で
、
津
軽
暖
流
の
動
き

が
分
か
り
ま
す
。

三
月
末
に
三
陸
沿
岸
を
探

索
し
ま
し
た
が
、
サ
ー
フ
ァ

ー
か
ら
「
見
た
」
と
い
う
報

告
を
受
け
、
三
個
の
ハ
ン
グ

ル
製
品
を
発
見
し
ま
し
た
。
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岸
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発
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と
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い
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。（
右
・
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「
豊
か
な
三
陸
の
海
は
子
孫
末
代
ま

で
の
も
の
」
。
三
陸
の
海
を
守
る
た

め
に
、
五
月
二
五
日
、
宮
古
で
市
民

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

四
月
一
八
日
に
市
民
集
会
実
行

委
員
会
が
結
成
さ
れ
活
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

放
射
能
に
よ
る
海

洋
汚
染
を
止
め
さ
せ
る
た
め
、
多
く

の
三
陸
沿
岸
住
民
、
漁
業
者
か
ら

協
賛
の
申
し
出
が
あ
り
、
全
国
各
地

の
消
費
者
や
市
民
か
ら
も
支
援
の

声
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
範
な

人
々
の
結
集
に
よ
り
豊
か
な
三
陸

の
海
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

写
真
は
宮
古
市
・
藤
の
川
海
水
浴
場
・
埋
め
立
て
計
画
を
撤
回
さ
せ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す

国
会
議
員
が

再
処
理
工
場
視
察

超
党
派
の
国
会
議
員
で
組
織

す
る
「
公
共
事
業
チ
ェ
ッ
ク
議

員
の
会
」
の
近
藤
正
道
参
議
院

議
員
（
社
民
）
ら
四
議
員
は
、

四
月
五
日
、
青
森
県
六
ヶ
所
村

の
核
燃
再
処
理
工
場
を
視
察
し

ま
し
た
。
記
者
会
見
し
た
「
議

員
の
会
」
は
、
工
場
北
東
の
「
出

戸
西
方
断
層
」
に
つ
い
て
、
再

処
理
工
場
下
を
通
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
納
得
出
来
る
説

明
が
な
け
れ
ば
、「
五
月
の
本
格

稼
働
は
容
認
出
来
な
い
」
と
い

う
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

プログラム

１３時  ビデオ上映
○ 活動報告

１４時～１６時 市民集会
○主催者基調報告

     田村剛一実行委員長

○各団体報告

   わかめの会（仙台）

   三陸の海を放射能から守る岩手の会

   子どもと海と空の会 サーファー

○意見報告

   沿岸各漁協組合員 生協組合員

   日本野鳥の会宮古支部 一般市民等

○メッセージ

   全国支援者、 県内市町村長

   沿岸選出県議会議員 県内国会議員

○集会宣言


